
受託業者を特定するための評価基準

評価点 小計 合計

業務実績 10

業務体制 20

評価点 小計 合計

業務理解度 10

10

10

評価点 小計 合計

ステージ企画 8

新たなメインコンテンツ企画 8

設営 8

運営管理 8

広報・情報発信 8

※※の評価値は、審査員による５段階評価（１００％・７５％・５０％・２５％・０％）を行い、その平均点により算出する。

評価項目 評価点 小計 合計

参考見積

　合計

業務コストの妥当性
業務量の目安として示した限度額を超えている場合、又は、見積項目が不足している場合は特定
しない。

評価
項目

評価の着目点

評価基準

内容に対す
る評価

①若年層を含めた幅広い層の観客が楽しむことができる
プログラムの提案があるか
②プログラム内容に合ったステージ設営であるか

※※ 40

①集客が見込める魅力的なイベントの企画の提案がある
か
②来場者の滞在時間の延長や回遊促進に繋がる工夫が
盛り込まれているか。
③本イベントの象徴となる独自の提案がなされているか
④雨天時の対応について具体的な提案があるか

①イベント内容や来場者の導線を考慮した、効果的且つ安
全なレイアウトであるか
②雨天時にもイベントが開催できるよう十分に考慮されて
いるか
③テントや机などの資機材の内容・規格・数量がイベント
の開催規模や内容を十分に考慮したものとなっているか

①イベントの集客について十分な広報計画がされているか
②イベントを活用した情報拡散について効果的な企画提案
があるか

①会場全体の統一感やイベントの一体感を演出する統一
的なデザインの設定があるか
②警備や安全管理について具体的な提案があるか

●企画内容の評価

評価テーマ

評価の着目点 技術点

判断基準

実施体制が本業務の目的に合致し、確実な指揮命令・警備体制などの充実した体制になってい
るか。

●業務の実施方針

目的、条件、内容の理解度が高い場合に優位に評価する。

※※ 30

実施手順

業務実施手順を示す実施フローの妥当性が高い場合に優位に評価する。

業務量の把握状況を示す工程計画の妥当性が高い場合に優位に評価する。

100

－

技術点

●実績・体制

評価
項目

評価の着目点 技術点

判断基準

評価
項目

評価の着目点 技術点

判断基準

過去5年間に、同種業務の実績が３件以上あるか。

※※ 30


